
日時: 2026年8月26日(水) 18:45 START

会場: オンライン開催 （映像情報メディカルWebinar）

会費: 500円

【主催】 岩手県CT研究会 【後援】 (一社) 岩手県診療放射線技師会

・ご登録いただいた情報は、ご参加確認のために記録、保管いたします。

・本研究会にかかわる著作権、商標権などの知的財産権、その他の権利を侵害する行為及びデータの撮影、録音、録画、SNSへの
アップロードなど不正利用を固く禁じます。

・出席により, X線CT認定技師, 肺がんCT検診認定技師, 救急撮影認定技師, 大腸CT専門技師の更新ポイント, また日本診療放射
線技師会生涯教育のカウントが付与されます。

第53回岩手県CT研究会

「線量管理は“比較”から“実践”へ
：DRLs2025と被ばく低減のリアルなアプローチ」
東京慈恵会医科大学葛飾医療センター放射線部 庄司友和 先生

19:50～20:40 特別講演
座長 奥州市総合水沢病院 高橋伸光

参加登録 https://www.eizojoho.co.jp/eventsearch/33499

18:50～19:50 施設発表

「線量管理と記録の実際2026」

座長 盛岡赤十字病院 佐々木駿さん

さて、今回の岩手県CT研究会は、県内外どこからでもご参加いただけるオンラインでの開催としました。
その理由は、今回のテーマにあります。X線CT検査に携わるすべての診療放射線技師が知っておくべき内容だ
からです。今必要な大事な情報を提供します。多くの方々にご出席頂きたく、ここにご案内申し上げます。

（代表世話人 高橋伸光）

「医療被ばくの最適化と線量管理をUpdate」

●1st Speaker 一関市国保藤沢病院 加藤潤さん

●2nd Speaker 奥州市総合水沢病院 髙橋伸光さん

●3rd Speaker 岩手医科大学附属病院 阿部俊さん

お問合せ▹iwatectconference@gmail.com

参加登録
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